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近
世
都
市
周
辺
の
宗
教
施
設
の
由
緒
と
「
名
所
」
化
の
動
向
　
　
　
　
　
　
　
　
―
江
戸
近
郊
の
「
井
の
頭
弁
財
天
社
」
と
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井
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は
じ
め
に
　
近
世
都
市
と
し
て
発
展
し
て
き
た
江
戸
と
そ
の
周
辺
に
は
名
所
旧
跡
と
呼
ば
れ
る
よ
う
な
場
所
が
多
数
存
在
し
て
い
た
。
　
「
名
所
」
に
つ
い
て
は
江
戸
市
民
の
生
活
と
行
動
の
文
化
的
世
界
の
再
構
成
と
い
う
視
点
か
ら
「
名
所
」
を
取
り
上
げ
論
じ
た
鈴
木
章
生
氏
の
『
江
戸
の
名
所
と
都
市
文
化
』（
吉
川
弘
文
館　
二
〇
〇
一
年
）
が
上
梓
さ
れ
て
い
る
。
同
書
に
よ
る
と
「
名
所
」
は
ナ
ド
コ
ロ
と
し
て
和
歌
の
知
識
教
養
と
し
て
発
達
し
て
く
る
が
、
時
代
と
と
も
に
「
名
所
」
の
考
え
方
や
捉
え
方
は
変
化
し
、
江
戸
時
代
に
至
る
と
特
に
都
市
江
戸
に
お
い
て
は
新
し
く
形
成
さ
れ
て
き
た
寺
社
や
町
、
さ
ら
に
橋
や
街
道
な
ど
が
新
名
所
と
し
て
誕
生
し
た
と
理
解
さ
れ
て
い
る
（
1
）。
　
本
稿
は
そ
の
よ
う
な
「
名
所
」
に
つ
い
て
、
江
戸
近
郊
の
「
井
の
頭
」
を
事
例
に
、
そ
の
場
所
の
「
名
所
」
化
に
至
る
動
向
を
宗
教
施
設
で
あ
る
井
の
頭
弁
財
天
社
や
井
の
頭
池
に
関
わ
る
由
緒
と
そ
の
「
井
の
頭
」
を
江
戸
時
代
中
期
以
降
に
文
人
な
ど
が
訪
れ
執
筆
し
た
紀
行
文
や
地
誌
な
ど
の
記
述
内
容
、
さ
ら
に
地
誌
に
描
か
れ
た
挿
絵
の
構
図
や
錦
絵
な
ど
を
通
し
て
分
析
す
る
こ
と
に
し
た
。
そ
の
上
で
近
世
都
市
江
戸
の
周
辺
に
成
立
し
た
「
名
所
」
を
こ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
論
じ
ら
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
そ
の
場
所
に
伝
わ
る
由
来
や
由
緒
、
さ
ら
に
自
然
環
境
な
ど
を
加
味
し
そ
の
「
名
所
」
化
に
至
る
要
因
を
考
察
す
る
こ
と
に
し
た
。　
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一
　
井
の
頭
の
由
来
と
由
緒
に
関
わ
る
沿
革
（
1
）
江
戸
時
代
以
前
の
井
の
頭
弁
財
天
の
由
緒
　
井
の
頭
池
の
中
心
か
ら
西
側
に
よ
っ
た
池
畔
に
小
島
が
あ
り
、
そ
こ
に
弁
財
天
が
祀
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
弁
財
天
に
つ
い
て
寛
永
十
五
年
（
一
六
三
八
）
に
作
成
さ
れ
た
『
神
田
御
上
水
源
井
之
頭
辨
財
略
縁
記
』（
2
）
に
よ
る
と
、
そ
の
由
緒
を
次
の
よ
う
に
記
述
し
て
い
る
。
　
　

‥
‥
（
前
略
）
‥
‥
本
尊
天
女
ハ
即
傳
教
大
師
延
暦
八
年
の
御
作
な
り
、
そ
の
由
縁
を
尋
奉
る
に
、
昔
人
皇
六
十
四
代
朱
雀
院
の
御
宇
天
慶
年
中
の
こ
ろ
、
源
家
の
太
祖
六
孫
王
經
基
公
當
國
に
御
在
任
の
砌
、
或
夜
辨
財
天
の
霊
夢
を
得
玉
ひ
て
御
歓
ひ
淺
か
ら
す
、
御
信
仰
殊
に
厚
ケ
れ
は
便
此
尊
像
を
此
に
安
置
玉
ふ
當
時
宮
社
な
し
、
□
に
伝
ふ
此
地
を
望
の
□
非
あ
り
し
と
其
後
源
頼
朝
公
承
安
年
中
の
頃
、
伊
豆
の
国
に
配
居
し
玉
ふ
時
、
平
家
追
討
の
事
を
謀
り
玉
ひ
て
江
戸
・
笠
井
・
比
企
・
河
越
の
武
士
召
さ
ん
迚
安
達
藤
九
郎
盛
長
使
者
な
り
し
時
、
此
所
の
小
社
に
至
り
暫
く
休
息
し
頻
り
に
計
畧
を
め
く
ら
し
思
慮
未
決
せ
さ
る
時
、
忽
然
と
し
て
一
人
の
美
人
立
あ
ら
わ
れ
盛
長
に
告
て
曰
、
我
汝
か
志
願
尤
大
な
る
事
を
知
る
、
必
本
意
を
達
す
へ
し
苦
思
す
る
こ
と
な
か
れ
、
斯
謂
我
ハ
源
家
厚
く
信
仰
し
玉
ふ
開
運
天
女
の
使
な
り
と
語
り
終
り
て
忽
に
失
玉
ふ
、
盛
長
深
く
是
を
感
し
恐
々
と
し
奇
異
の
思
ひ
を
な
す
、
是
よ
り
信
心
肝
に
銘
し
其
跡
を
礼
し
誓
願
し
て
謂
ら
く
我
君
速
に
平
氏
の
一
類
を
追
罰
し
玉
ハ
ゝ
、
此
所
に
一
宇
の
宮
殿
を
建
立
し
奉
る
へ
し
と
一
念
し
、
程
な
く
使
者
の
趣
を
達
し
帰
参
の
後
此
事
を
言
上
す
、
頼
朝
公
深
く
是
を
感
し
信
心
祈
誓
し
玉
ひ
て
後
建
久
八
年
に
至
り
終
に
宿
願
を
遂
玉
ひ
て
即
此
所
に
宮
社
を
建
立
し
神
像
を
安
置
し
奉
れ
は
、
天
女
の
感
応
池
上
に
顕
れ
水
波
明
々
と
し
て
清
き
事
鏡
の
こ
と
く
故
に
山
を
明
静
と
称
す
、
其
後
正
慶
年
中
新
田
義
貞
朝
臣
武
蔵
野
の
合
戦
打
続
き
数
度
の
戦
な
れ
は
兵
火
の
た
め
に
宮
社
を
も
焼
失
し
民
家
も
共
に
灰
燼
と
な
り
、
‥
‥
（
後
略
）
‥
‥
　
そ
の
弁
財
天
の
創
建
に
関
わ
る
事
項
と
し
て
、
ま
ず
⑴
天
慶
年
間
（
九
三
八
～
九
四
七
）
に
清
和
源
氏
の
祖
で
あ
っ
た
源
経
基
が
武
蔵
国
に
在
任
し
て
い
た
時
に
弁
財
天
の
霊
夢
を
み
て
、こ
の
地
に
伝
教
大
師
作
の
天
女
像
〈
延
暦
八
年
（
七
八
九
）
制
作
〉
を
安
置
し
た
こ
と
。
そ
し
て
⑵
承
安
年
間
（
一
一
七
七
～
一
一
八
一
）
頃
、
伊
豆
に
配
流
さ
れ
て
い
た
源
頼
朝
が
平
氏
追
討
を
計
画
し
江
戸
・
笠
井
（
葛
西
）・
馬　場
－ 139 －
比
企
・
河
越
の
各
氏
を
味
方
に
引
き
入
れ
る
た
め
に
使
者
と
し
て
安
達
盛
長
を
遣
わ
し
た
折
、
そ
の
盛
長
が
井
の
頭
弁
財
天
社
ま
で
来
て
休
息
し
て
今
後
の
経
略
を
思
案
し
て
い
た
時
に
美
女
が
姿
を
現
わ
し
、
そ
の
こ
と
を
契
機
に
源
頼
朝
が
建
長
八
年
（
一
一
九
七
）
に
井
の
頭
に
宮
社
を
建
立
し
神
像
を
安
置
し
た
こ
と
。
さ
ら
に
⑶
鎌
倉
幕
府
滅
亡
時
の
正
慶
年
間
（
一
三
三
二
～
一
三
三
四
）
新
田
義
貞
の
武
蔵
野
合
戦
に
際
し
て
井
の
頭
弁
財
天
の
宮
社
も
焼
失
し
た
こ
と
な
ど
が
記
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
の
伝
承
が
江
戸
時
代
初
め
頃
に
は
成
立
し
て
い
た
こ
と
が
推
測
で
き
る
。
　
こ
の
こ
と
か
ら
弁
財
天
社
が
立
地
す
る
井
の
頭
は
源
経
基
な
ど
源
氏
一
族
と
の
繋
が
り
を
も
っ
た
伝
統
的
貴
種
性
と
宗
教
的
神
秘
性
を
備
え
た
場
所
と
の
由
緒
を
も
っ
て
井
の
頭
弁
財
天
信
仰
と
と
も
に
広
く
流
布
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
（
2
）
江
戸
時
代
初
期
の
井
の
頭
池
に
関
わ
る
由
緒
　
井
の
頭
池
を
水
源
と
す
る
神
田
上
水
の
開
設
に
つ
い
て
は
、
徳
川
家
康
が
江
戸
に
入
っ
た
天
正
十
八
年
（
一
五
九
〇
）
八
月
説
と
徳
川
家
光
が
将
軍
職
に
就
任
し
た
寛
永
年
間
（
一
六
二
四
～
一
六
四
四
）
説
が
あ
る
が
（
3
）、『
神
田
御
上
水
源
井
之
頭
辨
財
略
縁
記
』
よ
る
と
江
戸
時
代
初
期
の
井
の
頭
池
に
つ
い
て
は
「
天
正
十
八
年
東
照
神
君
関
東
江
御
入
国
、
翌
十
九
年
御
巡
見
の
節
、
此
地
へ
成
ら
せ
ら
れ
、
湖
よ
り
湧
出
る
水
口
に
て
御
手
つ
か
ら
御
汲
遊
さ
れ
、
殊
の
外
御
賞
美
有
せ
ら
れ
関
東
随
一
の
名
水
な
り
と
あ
り
て
、
御
城
内
御
茶
の
水
に
用
ゆ
へ
き
の
旨
御
上
意
」
と
あ
り
、
関
東
に
入
国
し
た
徳
川
家
康
が
井
の
頭
池
の
湧
水
を
賞
味
し
江
戸
城
内
の
飲
料
水
に
用
い
る
こ
と
を
命
じ
て
い
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
そ
の
後
「
慶
長
十
一
年
の
春
再
此
所
へ
御
成
遊
ハ
さ
れ
、
此
湖
水
を
以
て
御
茶
召
上
ら
れ
即
其
節
の
御
茶
臼
御
寄
付
被
為
遊
今
に
お
い
て
内
陣
に
秘
蔵
宝
物
と
成
る
」（
4
）
と
あ
り
、
家
康
が
再
び
井
の
頭
池
に
来
訪
し
池
の
水
で
お
茶
を
飲
み
、
そ
の
時
の
茶
臼
が
今
も
井
の
頭
弁
財
天
社
に
宝
物
と
し
て
秘
蔵
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。
さ
ら
に
寛
永
六
年
（
一
六
二
九
）
の
春
に
三
代
将
軍
徳
川
家
光
が
こ
の
地
を
訪
れ
た
時
に
江
戸
「
城
内
御
茶
の
水
其
余
流
を
分
て
府
内
の
飲
用
水
た
れ
は
向
後
ハ
井
の
頭
の
池
と
称
す
へ
き
旨
御
上
意
被
仰
出
、
池
辺
の
辛
夷
の
樹
に
御
手
つ
か
ら
御
小
柄
を
以
て
井
之
頭
と
大
字
に
御
銘
被
為
遊
、
以
後
神
田
上
水
源
井
之
頭
辨
天
池
と
触
召
さ
れ
改
称
す
」（
5
）
と
い
う
こ
と
で
、
井
の
頭
の
池
の
正
式
な
名
称
が
「
神
田
上
水
源
井
之
頭
近世都市周辺の宗教施設の由緒と「名所」化の動向
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辨
天
池
」
と
周
知
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
（
6
）。
　
つ
い
で
『
神
田
御
上
水
源
井
之
頭
辨
財
略
縁
記
』
に
は
毎
年
四
月
八
日
か
ら
四
月
十
五
日
に
か
け
て
井
の
頭
弁
財
天
社
の
祭
礼
と
し
て
行
わ
れ
て
き
た
「
水
加
持
修
行
」
な
ど
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
書
き
上
げ
ら
れ
て
い
た
。
　
　

寛
永
八
年
の
夏
、
故
あ
り
て
か
大
に
旱
魃
す
、
池
中
渇
し
て
一
滴
の
水
な
し
、
こ
こ
に
於
て　
　
大
猷
院
様
万
民
を
愍
ミ
玉
ひ
東
叡
山
慈
眼
大
師
を
請
し
池
水
湧
沸
の
修
法
を
仰
せ
ら
れ
、
則
近
郷
の
僧
尼
数
百
人
を
集
め
此
所
に
於
て
七
日
の
間
七
ヶ
所
に
水
加
持
修
行
有
け
れ
ハ
、
忽
然
と
し
て
雲
霧
大
虚
を
つ
ゝ
ミ
雷
電
氷
雹
沛
然
と
し
て
波
浪
池
中
に
巻
き
、
龍
水
活
発
と
し
て
七
ヶ
所
の
加
持
口
よ
り
漲
り
出
、
暫
時
に
瀰
満
し
て
恰
も
大
湖
の
こ
と
く
成
け
れ
‥
‥
（
中
略
）
‥
‥
寛
永
十
三
年
御
代
官
伊
奈
半
十
郎
殿
台
命
を
承
て
宮
社
再
建
あ
り
、
其
節
境
内
へ
桜
樹
百
本
植
付
奉
納
あ
り
し
な
り
、
　
こ
の
よ
う
に
寛
永
八
年
（
一
六
三
一
）
の
大
旱
魃
の
折
に
江
戸
寛
永
寺
の
慈
眼
大
師
を
招
請
し
、
加
持
祈
禱
を
行
っ
た
こ
と
を
契
機
に
井
の
頭
弁
財
天
社
の
祭
礼
が
開
始
さ
れ
た
こ
と
を
は
じ
め
、
寛
永
十
三
年
に
至
り
代
官
伊
奈
半
十
郎
が
家
光
の
命
に
よ
っ
て
井
の
頭
弁
財
天
の
宮
社
を
再
建
し
、
境
内
に
桜
木
百
本
を
奉
納
し
た
こ
と
な
ど
井
の
頭
池
と
の
関
わ
り
で
弁
財
天
社
の
由
来
も
語
ら
れ
て
い
た
。
　
と
こ
ろ
で
時
代
が
下
っ
た
延
宝
八
年
（
一
六
八
〇
）
十
月
に
井
の
頭
池
と
そ
の
周
辺
の
土
地
の
帰
属
を
巡
っ
て
久
ヶ
山
村
と
牟
礼
村
の
間
で
争
論
が
起
き
て
い
る
が
、
そ
の
訴
状
に
は
「
一
、
寛
永
拾
六
年
卯
之
夏
中
彼
池
之
蛇
相
果
、
井
頭
池
水
ひ
あ
か
り
田
作
荒
申
ニ
付
、
伊
奈
半
十
郎
様
江
右
之
様
子
申
上
候
へ
者
、
半
十
郎
様
御
意
被
成
候
者
、
可
然
出
家
を
頼
か
ち
見
申
様
ニ
と
依
被
仰
付
候
、
久
ヶ
山
村
光
明
寺
本
寺
中
野
村
宝
仙
寺
を
奉
頼
か
ち
仕
候
得
者
水
出
申
候
、
其
願
文
ニ
半
十
郎
様
ゟ
御
宮
御
神
躰
御
建
立
被
成
、
彼
宝
仙
寺
御
遷
宮
被
致
候
、
依
之
宝
仙
寺
江
御
神
躰
蛇
頭
共
ニ
預
ヶ
置
申
候
」（
7
）
と
あ
り
、
寛
永
十
六
年
に
も
井
の
頭
池
と
井
の
頭
弁
財
天
社
で
の
霊
験
的
な
行
為
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
、
四
十
一
年
後
の
延
宝
八
年
の
段
階
で
も
地
元
の
農
民
た
ち
に
は
認
識
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
行
為
が
伝
承
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
　
以
上
み
て
き
た
よ
う
に
江
戸
時
代
初
期
の
井
の
頭
池
に
つ
い
て
は
、
徳
川
家
康
を
は
じ
め
徳
川
家
光
な
ど
徳
川
将
軍
家
や
そ
の
家
臣
、
縁
者
な
ど
政
治
的
権
力
者
と
の
関
係
性
の
中
で
井
の
頭
と
い
う
場
の
特
異
性
が
強
調
さ
れ
そ
の
由
緒
が
形
象
化
さ
れ
て
き
て
い
た
こ
と
が
馬　場
－ 141 －
理
解
で
き
る
。
二
　
江
戸
時
代
前
期
か
ら
中
期
の
「
井
の
頭
」
に
対
す
る
認
識
（
1
）
地
域
に
お
け
る
井
の
頭
の
存
在
　
井
の
頭
は
江
戸
時
代
に
入
る
と
井
の
頭
弁
天
の
信
仰
の
対
象
地
と
し
て
特
に
江
戸
市
中
の
人
々
の
信
仰
を
集
め
る
場
所
と
な
っ
て
き
た
よ
う
で
あ
る
が
（
8
）、
一
方
、
そ
の
場
所
は
地
域
に
暮
ら
す
人
々
に
と
っ
て
は
農
業
の
再
生
産
を
維
持
す
る
た
め
の
希
少
的
価
値
を
も
っ
た
場
所
と
捉
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
そ
れ
は
前
期
武
蔵
野
台
地
の
耕
地
開
発
に
伴
な
い
農
業
生
産
の
た
め
の
秣
場
確
保
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
き
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
　
延
宝
八
年（
一
六
八
〇
）十
月
に
は
井
の
頭
近
隣
の「
久
ヵ
山
村
」と「
無
礼
村
」の
間
で
井
の
頭
池
と
そ
の
周
辺
の
土
地
の
帰
属
を
巡
っ
て
争
論
が
起
こ
っ
て
い
た
（
9
）。
　
ま
た
時
代
が
下
っ
た
寛
保
二
年
（
一
七
四
二
）
十
月
、
井
の
頭
弁
財
天
社
の
別
当
を
務
め
て
い
た
大
盛
寺
は
「
井
頭
辨
財
天
は
古
来
よ
り
別
當
仕
来
、
右
社
地
境
に
神
木
之
三
ッ
柳
有
之
処
、
池
廻
り
芝
地
請
負
人
吉
祥
寺
村
名
主
幷
百
姓
共
右
三
ッ
柳
貮
本
伐
採
、
其
上
平
生
社
地
境
内
に
て
我
儘
相
働
候
、
向
後
無
之
様
ニ
い
た
し
度
段
」（
10
）と
し
て
牟
礼
村
名
主
を
通
し
て
井
の
頭
弁
財
天
社
が
社
地
を
有
す
る
こ
と
を
幕
府
に
訴
え
出
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
井
の
頭
池
廻
り
を
自
分
た
ち
の
芝
地
と
主
張
す
る
吉
祥
寺
村
の
名
主
・
百
姓
は
「
井
之
頭
辨
財
天
は
往
古
よ
り
有
来
池
ハ
神
田
上
水
之
源
に
て
、
池
掃
除
幷
芝
地
請
負
支
配
仕
来
、
壱
ヶ
年
に
永
四
貫
文
宛
上
納
仕
、
右
芝
地
柳
風
折
に
て
池
江
倒
候
に
付
為
揚
候
、
辨
財
天
社
地
と
申
ハ
一
切
無
之
、
私
共
支
配
之
芝
地
減
少
不
致
様
に
仕
度
旨
」（
11
）を
回
答
し
裁
判
に
発
展
し
て
い
た
。
　
こ
の
よ
う
に
江
戸
時
代
前
期
か
ら
中
期
に
か
け
て
井
の
頭
池
周
辺
は
、
後
年
に
至
り
江
戸
市
民
に
と
っ
て
「
名
所
」
化
さ
れ
る
よ
う
な
場
所
と
し
て
で
は
な
く
周
辺
農
民
た
ち
に
と
っ
て
は
自
ら
農
業
を
再
生
産
さ
せ
て
い
く
機
能
を
持
っ
た
場
と
し
て
意
識
さ
れ
る
よ
う
な
存
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在
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
（
2
）
井
の
頭
の
「
名
所
」
地
と
し
て
の
萌
芽
　
狂
歌
や
戯
作
の
分
野
で
活
躍
し
た
江
戸
を
代
表
す
る
文
化
人
の
大
田
南
畝
（
号
・
蜀
山
人
。
一
七
四
九
年
生
～
一
八
二
三
年
没
）
は
、
友
人
の
形
生
が
井
の
頭
行
き
を
「
多
摩
の
郡
、
井
水
井
づ
、
原
泉
混こん
こ
ん混
、
草
木
濯たく
た
く濯
た
り
、
子
、
我
に
従
は
ん
や
、
吾
将まさ
に
導
か
ん
」（
12
）
と
語
り
勧
め
た
こ
と
を
う
け
て
、
安
永
四
年
（
一
七
七
五
）
四
月
三
日
友
人
の
「
河
惟
寅
、
蘇
百
順
、
野
美
卿
」
な
ど
を
従
え
て
江
戸
を
出
発
し
井
の
頭
に
赴
い
て
い
る（
13
）。
こ
の
時
、
南
畝
は
江
戸
市
中
か
ら
青
梅
街
道
、
五
日
市
街
道
を
経
由
し
て
井
の
頭
に
至
っ
て
い
る
が
、
彼
は
訪
れ
た
井
の
頭
の
情
景
を
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
た（
14
）。
　
　

左
灌くわ
ん
ま
う
莽
、
右
松
林
。
乃
ち
松
林
の
中
を
行
く
。
林
中
、
薇び
蕨けつ
多
し
。
且
つ
采と
り
且
つ
歌
ふ
。
介
然
と
し
て
山
径
茅ばう
さ
い塞
を
往
く
。
林
尽
き
て
水
浜
を
得
た
り
。
芦
荻
茁い
で
、
水
衣
被おほ
ふ
。
岸
に
沈
舟
有
り
。
豈
に
積
羽
の
為しわざな
ら
ん
や
。
岸
を
隔
て
て
遥
か
に
蒼さう
す
い
て
き
れ
き
翠
滴
瀝
の
中
を
見
れ
ば
、
一
点
の
朱
を
施
す
者
の
若ごと
し
。
左
の
か
た
水
浜
に
縁そ
う
て
、
紆
余
し
て
進
む
。
歴ふ
る
所
を
回
顧
す
れ
ば
、
亦
猶
ほ
向さき
に
望
む
所
の
ご
と
し
。
蓋
し
渓
水
是ここ
に
至
っ
て
環めぐ
っ
て
池
と
為
る
。
故
に
然
り
。
二
洲
有
り
。
天
女
祠
を
置
く
。
丹
青
剥はく
ら
く落
す
。
向さき
に
謂
は
ゆ
る
朱
を
施
す
が
若
き
者
、
是
れ
か
。
滄
池
漭まう
か
う沆
と
し
て
、
大だい
か
ん旱
に
も
涸か
れ
ず
。
井
頭
の
源
、
是
よ
り
出
づ
。
諸これ
を
東
方
に
鑿うが
つ
て
、
長
流
、
帯
の
如
し
。
都
下
十
万
戸
、
下
流
を
仰
い
で
渇かつ
ゑ
ざ
る
を
獲え
た
り
。
其
の
利
も
亦
大
な
り
。
池
に
萍へい
ほ
う蓬
多
く
、
洲
に
柳
樹
多
し
。
相
伝
ふ
、
猷いう
べ
う廟
嘗
て
歯
木
を
植
ゑ
、
遂
に
鄧とう
り
ん林
と
為
す
と
。
側
か
た
は
らに
湧
泉
有
り
。
是
れ
神
祖
汲
ん
で
以
て
茗めい
を
烹に
し
処
。
想
ふ
に
当まさ
に
中
冷
の
水
を
減
ぜ
ざ
る
べ
し
。
諸
子
、
池
に
臨
み
、
觴
さ
か
ず
きを
流
し
て
甚
だ
楽
し
む
。
　
こ
の
よ
う
に
井
の
頭
に
到
着
し
た
南
畝
は
、
周
囲
を
雑
木
が
繁
茂
し
薇
・
蕨
な
ど
が
生
え
た
松
林
を
進
み
、
茅
な
ど
が
生
茂
る
山
道
を
行
き
静
寂
と
し
た
池
が
現
わ
れ
る
と
そ
の
周
り
を
巡
り
、
遠
く
池
を
囲
む
樹
木
の
青
葉
が
映
え
、
井
の
頭
弁
財
天
社
と
水
を
貯
え
青
々
と
し
た
池
と
が
調
和
し
素
晴
ら
し
い
光
景
を
成
し
て
い
る
こ
と
を
綴
っ
て
い
る
。
ま
た
井
の
頭
が
江
戸
市
民
の
飲
料
水
の
水
源
に
な
っ
て
い
る
こ
と
に
も
言
及
し
、
井
の
頭
を
訪
れ
た
南
畝
は
池
畔
で
同
行
の
友
と
酒
を
酌
み
交
わ
し
そ
の
場
所
を
楽
し
ん
で
い
る
こ
と
も
わ
か
る
。
馬　場
－ 143 －
そ
し
て
南
畝
は
そ
の
日
の
出
来
事
を
朋
友
・
形
生
の
情
報
に
よ
っ
て
「
一
日
の
遊
賞
を
尽
さ
し
む
る
」（
15
）と
記
し
、
井
の
頭
の
自
然
の
中
に
遊
び
風
景
を
愛
で
た
こ
と
を
堪
能
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
　
さ
て
少
し
時
代
が
下
っ
た
安
永
四
年
（
一
七
九
四
）
地
理
学
者
の
古
川
古
松
軒
（
一
七
二
六
年
生
～
一
八
〇
七
年
没
）
が
幕
府
の
命
を
受
け
て
、
江
戸
近
郊
の
地
理
・
名
所
・
旧
跡
を
調
査
し
て
い
た
が
、
こ
の
時
、
古
松
軒
は
井
の
頭
に
も
訪
れ
そ
の
状
況
を
記
録
し
て
い
た
。
そ
の
内
容
を
み
て
い
く
と
学
者
ら
し
く
江
戸
時
代
以
前
の
井
の
頭
弁
財
天
と
源
頼
朝
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
は
「
勝
手
が
ま
し
き
縁
記
に
て
、
信
じ
が
た
し
」（
16
）と
し
、
ま
た
江
戸
時
代
に
入
っ
て
か
ら
の
徳
川
氏
と
井
の
頭
と
の
関
係
に
つ
い
て
の
由
来
も
懐
疑
的
に
述
べ
て
い
た
。
し
か
し
井
の
頭
の
自
然
的
環
境
に
つ
い
て
は
「
井
之
頭
の
弁
天
と
て
、
大
概
な
る
風
雅
の
泉
あ
り
。
神
田
御
上
水
の
源
に
て
、
土
人
は
池
と
称
す
れ
と
も
、小
と
云
へ
ど
も
湖
也
。
‥
‥
（
中
略
）
‥
‥
此
地
江
戸
近チカ
に
あ
ら
は
、は
ん
し
や
う
し
、遊
興
の
所
と
な
る
へ
し
。
今
は
蘆あし
・
か
や
己
か
ま
ゝ
に
茂
り
、
樹
木
池
に
倒
ㇾ
、
水
清セヒ
〳
〵
な
ら
ず
。
至
て
の
不
掃
除
な
れ
ど
も
、
風
景
あ
し
か
ら
ず
。
水
鳥
も
数
多
に
て
、
亀
・
鯉
・
鮒
も
見
へ
侍ハベ
り
。
見
は
ら
し
小
松
は
ら
有
り
て
、
秋
の
頃コロ
は
月
の
な
か
め
一
し
ほ
な
ら
ん
と
思
ひ
き
。」（
17
）と
人
が
集
う
「
名
所
」
的
要
素
と
と
も
に
風
光
明
媚
さ
を
賞
賛
し
て
い
る
。
そ
し
て
古
松
軒
が
井
の
頭
を
訪
れ
書
き
上
げ
た
『
四
神
地
名
録
』
に
古
松
軒
は
井
の
頭
池
や
弁
財
天
社
を
描
い
た
挿
画
「
神
田
御
上
水
之
源
多
摩
郡
無ム
レ礼
村
井
之
頭
辨
才
天
之
略
図
」
を
掲
載
し
、
井
の
頭
池
に
つ
い
て
は
「
池
之
東
西
凡
三
百
余
間
、
南
北
七
八
十
間
、
北
ノ
方
へ
跨
り
入
江
有
り
、
山
と
見
ゆ
る
所
は
皆
岡
な
り
」（
18
）と
地
理
学
者
ら
し
い
説
明
を
加
え
て
い
た
。
　
こ
の
よ
う
に
江
戸
時
代
中
期
の
井
の
頭
に
は
文
人
や
学
者
が
訪
れ
、
そ
の
存
在
が
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
場
所
は
江
戸
時
代
以
前
や
江
戸
初
期
の
伝
承
で
あ
る
源
頼
朝
や
徳
川
将
軍
家
と
の
関
わ
り
で
の
由
緒
の
記
述
は
ほ
と
ん
ど
み
ら
れ
ず
、
記
述
が
あ
っ
て
も
疑
問
を
呈
し
否
定
し
て
お
り
、
あ
く
ま
で
も
江
戸
近
郊
に
あ
る
水
と
草
木
と
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
た
自
然
豊
か
な
場
所
と
し
て
の
認
識
で
あ
っ
た
こ
と
が
推
測
で
き
る
。
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三
　
江
戸
後
期
の
「
井
の
頭
」
の
名
所
と
し
て
の
認
識
（
1
）
文
字
史
料
で
記
さ
れ
た
「
井
の
頭
」
　
⒜
紀
行
文
の
描
写
　
江
戸
後
期
の
文
化
文
政
期
に
至
る
と
風
雅
を
好
む
知
識
人
が
江
戸
近
郊
を
訪
れ
紀
行
文
を
執
筆
し
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
の
中
に
井
の
頭
に
つ
い
て
叙
述
し
た
文
章
が
散
見
で
き
る
。
　
文
化
十
一
年
（
一
八
一
四
）、
江
戸
小
石
川
小
日
向
水
道
端
の
本
法
寺
塔
頭
廓
然
寺
に
住
し
隠
居
し
た
僧
侶
の
十
方
庵
敬
順
（
一
七
六
二
年
生
～
一
八
三
二
年
没
）
は
江
戸
近
郊
に
出
か
け
見
聞
し
た
こ
と
を
綴
っ
た
『
遊
歴
雑
記
』
を
著
わ
し
て
い
る
。
そ
の
著
書
で
井
の
頭
に
つ
い
て
書
か
れ
て
い
る
事
項
を
内
容
ご
と
に
項
目
（
Ａ
～
Ｄ
）
を
立
て
て
分
類
し
て
い
く
と
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
た（
19
）。
　
　
　
Ａ
．
徳
川
氏
と
の
関
わ
り
　
①
「
此
池
の
西
の
汀みぎはに
、
む
か
し
神
祖
御
茶
事
を
遊
ば
し
た
る
砌
、
用
ひ
給
ひ
し
井
口
と
て
建
札
あ
り
、
依
て
此
下
流
を
御
茶
の
水
と
称
す
、
又
、
池
を
へ
だ
て
ゝ
辛コウ
ジ夷
の
樹
あ
り
、
大
猷
廟
御
小
刀
に
て
猪
の
か
し
ら
と
彫
刻
し
給
ふ
、
そ
の
木
、
今
功
納
寺
の
什じふ
ほ
う宝
と
な
り
て
、
現
在
の
樹
に
建
札
あ
り
」
　
②
「
柳
の
古
樹
あ
り
、
大
猷
廟
、
御
楊やう
じ枝
の
さ
し
樹
な
り
と
て
、
建
札
せ
り
」
　
　
　
Ｂ
．
慈
眼
大
師
の
霊
力
　
①
「
慈
眼
大
師
む
か
し
十
七
日
の
祈
念
に
よ
り
て
、
池
中
七
ヶ
処
よ
り
霊
水
湧
出
せ
り
と
て
、
一
名
を
七
井
の
池
と
も
称
す
」
　
　
　
Ｃ
．
井
の
頭
弁
財
天
に
つ
い
て
　
①
「
此
弁
天
の
小
社
は
、坂
を
く
だ
り
て
右
手
低
み
の
池
中
に
あ
り
、社
の
大
さ
僅
に
九
尺
四
寸
に
た
ら
ず
、但
し
本
朱
に
塗
あ
げ
た
り
、
前
に
拝
殿
あ
り
、
大
さ
三
間
四
間
」
　
②
「
此
弁
天
の
境
内
は
唯
池
の
み
に
し
て
、
地
処
広
き
に
あ
ら
ず
」
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Ｄ
．
井
の
頭
池
に
つ
い
て
　
①
「
此
池
、
五
町
三
反
四
畝
余
と
あ
り
、
坪
数
に
し
て
壱
万
六
千
四
拾
壱
坪
あ
り
と
か
や
」
　
②
「
東
北
の
方
池
辺
な
ら
だ
か
に
し
て
広
け
れ
ど
も
、葭よし
の
類
生
繁
り
、足
元
し
る
く
、葭
の
伐
株
に
て
足
を
い
た
め
、通
行
成なり
が
た
し
、
一
体
此
処
地
底
に
、
四
方
は
壱
尺
余
も
高
く
、
池
の
外
は
雑ざふ
樹き
繁
茂
し
、
池
中
も
立
枯
の
蘆あし
・
葭よし
の
類
多
く
し
て
、
こ
こ
ろ
よ
く
清
流
を
見
が
た
し
、
元
よ
り
打
晴
た
る
処
な
ら
ね
ば
、
更
に
眺
望
な
く
、
実げ
に
か
じ
け
た
る
僻
地
と
い
ふ
べ
し
」
　
ま
た
御
三
卿
の
清
水
家
に
御
広
敷
番
と
し
て
勤
仕
し
て
い
た
村
尾
正
靖
（
嘉
陵
と
号
す
。
一
七
六
〇
年
生
～
一
八
四
一
年
没
）
は
休
日
な
ど
を
利
用
し
て
日
帰
り
で
江
戸
近
郊
に
赴
き
、『
嘉
陵
紀
行
』
を
編
し
て
い
る
。
そ
の
書
の
中
に
正
靖
が
文
化
十
三
年
（
一
八
一
六
）
九
月
十
五
日
に
井
の
頭
を
訪
れ
た
時
に
記
し
た
「
井
の
頭
記
行
」
と
い
う
一
文
が
あ
り
、
そ
の
文
章
の
記
述
を
内
容
別
（
Ｅ
～
Ⅰ
）
に
分
類
し
て
い
く
と
次
の
よ
う
に
な
る（
20
）。
　
　
　
Ｅ
．
源
頼
朝
と
の
関
わ
り
　
①
「
こ
ゝ
に
し
づ
も
り
ま
せ
る
初
は
、
源
右
幕
下
、
承
安
中
義
兵
を
挙
て
、
安あ
は房
、
上かづ
さ総
を
経
て
、
こ
ゝ
に
い
た
り
給
ひ
、
竜
女
の
告
あ
り
て
、
建
久
年
中
に
祠
を
た
て
ら
る
」
　
　
　
Ｆ
．
徳
川
氏
と
の
関
わ
り
　
①
「
大
猷
院
殿
御
手
づ
か
ら
御
小
刀
を
も
て
、
木
の
肌
に
井
ノ
頭
と
鐫
付
さ
せ
給
ふ
木
あ
り
し
が
枯
て
、
其
跡
に
わ
か
木
を
植
た
る
所
あ
り
」
　
②
「
東
照
宮
こ
の
地
に
成なら
せ
ら
れ
、
名
水
た
る
を
以
、
是
を
江
戸
ま
で
引
せ
ら
れ
、
永
く
水
源
の
か
れ
せ
ざ
ら
ん
事
を
思
召
さ
れ
」
　
③
「
大
猷
院
殿
、
又
こ
ゝ
に
成
せ
ら
れ
、
こ
の
水
江
戸
数
万
人
の
咽の
ど喉
を
う
る
ほ
す
、
こ
れ
江
戸
中
の
井
の
頭
也
と
上
意
あ
り
し
よ
り
、
こ
の
池
の
名
と
成
、
又
、
楊やう
じ枝
を
挿
せ
給
ふ
が
根
を
お
ろ
し
て
、
大
木
と
成
、
今
現げん
に
社
の
東
側
池
の
岸
に
あ
り
」
　
　
　
Ｇ
．
慈
眼
大
師
の
霊
力
　
①
「
慈じ
眼げん
大
師
に
仰
せ
あ
り
て
、
こ
ゝ
に
て
水
加
持
の
護
摩
を
修
せ
し
め
給
ふ
、
し
か
り
し
よ
り
こ
の
か
た
、
毎
年
三
月
十
五
日
よ
り
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四
月
十
五
日
迄
、
護
摩
を
修
行
し
て
怠
る
事
な
し
と
云
」
　
　
　
Ｈ
．
井
の
頭
弁
財
天
に
つ
い
て
　
①
「
本
社
は
、
こ
け
ら
ぶ
き
、
拝
殿
は
萱かや
ぶ
き
に
て
、
間
口
四
間
半
ば
か
り
、
本
社
は
直
に
池
の
岸
に
石
ず
へ
し
て
、
鎮しづ
も
り
ま
し
給
ふ
、
み
な
近
比
い
と
な
み
た
る
に
や
、
い
ま
だ
全
く
は
と
ゝ
の
は
ず
、
社
の
左
に
い
な
り
の
社
あ
り
」
　
　
　
Ｉ
．
井
の
頭
池
に
つ
い
て
　
①
「
池
に
つ
ゞ
き
た
る
蘆ろ
荻てき
生
し
げ
り
た
る
沼
地
は
、
い
と
ひ
ろ
く
、
か
き
は
も
見
る
べ
く
も
な
し
、
も
と
よ
り
生
の
ま
に
〳
〵
蘆
荻
を
も
萱かやす
す
き薄を
も
刈
そ
げ
ね
ば
、
池
の
面
も
半
ば
か
り
は
、
こ
れ
が
た
め
に
掩おほ
は
れ
て
、
水
を
見
る
事
少
し
、
こ
ゝ
の
蘆あし
の
隈くま
、
か
し
こ
の
薄
の
蔭
に
、
雁かり
、
鴨かも
の
む
れ
ゐ
る
数
か
ぎ
り
な
し
、
拝
殿
の
前
に
向
ひ
た
る
池
の
向
ひ
岸
の
山
根
に
、
楓
樹
数
株
あ
り
、
折
か
ら
の
紅もみ
ぢ葉
詠ながめ
深
し
」
　
②
「
こ
の
池
、
さ
し
も
広
か
ら
ね
ど
、
水
の
わ
き
出
る
渦
七
ッ
あ
り
、
依
て
七
井
の
池
と
も
い
ふ
と
也
」
　
以
上
の
よ
う
に
文
化
年
間
に
江
戸
近
郊
を
散
策
し
て
い
た
二
人
の
風
流
人
が
執
筆
し
た
井
の
頭
の
描
写
を
み
て
い
く
と
ほ
ぼ
同
内
容
の
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
　
す
な
わ
ち
両
書
を
比
較
し
て
み
て
い
く
と
、
ま
ず
井
の
頭
の
由
来
・
由
緒
に
つ
い
て
は
、
井
の
頭
弁
財
天
社
の
源
頼
朝
に
よ
る
創
建
の
こ
と
は
前
者
の
紀
行
文
（『
遊
歴
雑
記
』）
に
は
記
載
さ
れ
て
い
な
く
、
江
戸
時
代
以
前
の
由
緒
に
つ
い
て
は
あ
ま
り
重
き
が
置
か
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
理
解
で
き
る
が
、
江
戸
時
代
初
期
の
徳
川
氏
や
慈
眼
大
師
の
霊
力
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
は
両
書
と
も
、
そ
の
所
縁
が
取
り
上
げ
ら
れ
記
述
さ
れ
て
い
た
。
も
ち
ろ
ん
井
の
頭
弁
財
天
社
に
は
両
書
と
も
ふ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
叙
述
は
境
内
地
や
建
物
の
様
子
の
み
で
記
述
内
容
は
極
め
て
簡
単
な
も
の
に
な
っ
て
い
た
。
ま
た
井
の
頭
池
に
つ
い
て
は
草
木
が
周
囲
に
繁
茂
し
自
然
の
ま
ま
の
状
態
に
あ
る
こ
と
を
強
調
し
つ
つ
描
写
し
て
い
て
、
両
書
は
共
に
記
述
内
容
は
極
め
て
類
似
し
て
お
り
、
こ
の
時
期
の
井
の
頭
は
徳
川
氏
の
由
緒
と
と
も
に
自
然
が
残
る
景
勝
地
（
=
名
所
）
と
し
て
風
流
人
の
間
で
は
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
こ
と
が
推
測
で
き
る
。
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⒝
地
誌
の
記
述
　
文
政
十
一
年
（
一
八
二
八
）
に
江
戸
幕
府
は
武
蔵
国
の
地
理
や
歴
史
を
調
査
し
『
新
編
武
蔵
国
風
土
記
稿
』
と
い
う
地
誌
を
編
纂
し
て
い
る
。
そ
こ
に
記
述
さ
れ
た
井
の
頭
の
由
来
・
由
緒
を
み
て
い
く
と
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
た（
21
）。
　
　

大
猷
院
殿
コ
ノ
邉
御
遊
覧
ノ
オ
リ
カ
ラ
。
當
所
ニ
渡
ラ
セ
タ
マ
ヒ
テ
。
此
池
ハ
江
戸
ノ
ホ
ト
リ
ノ
井
ノ
頭
ナ
リ
ト
。　
上
意
ア
リ
シ
ニ
ヨ
リ
。
今
ニ
名
ト
セ
リ
ト
云
。
‥
‥
（
中
略
）
‥
‥
縁
起
ニ
云
。
當
社
ハ
建
久
八
年
。
源
頼
朝
。
平
家
追
討
ノ
祈
願
ニ
因
テ
。
建
立
セ
シ
所
ニ
テ
。
其
後
正
慶
二
年
。
新
田
義
貞
。
鎌
倉
方
ト
對
陣
ノ
時
モ
。
祈
誓
ア
リ
テ
。
ッ
井
ニ
北
條
高
時
ヲ
亡
セ
シ
ト
ソ
。
　
こ
の
記
述
か
ら
源
頼
朝
、
新
田
義
貞
、
徳
川
家
光
と
の
関
わ
り
で
井
の
頭
の
沿
革
が
認
識
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
　
つ
い
で
井
の
頭
弁
財
天
社
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
た（
22
）。
　
　

除
地
一
町　
井
ノ
頭
ノ
池
ノ
内
ニ
ア
リ
。
‥
‥
（
中
略
）
‥
‥
本
社
六
尺
四
方
。
拜
殿
四
間
ニ
二
間
。
南
ニ
向
フ
。
神
躰
ハ
立
像
ニ
テ
長
サ
七
尺
ハ
カ
リ
。
石
橋
二
ヶ
所
ア
リ
。
一
ハ
本
社
ノ
正
面
ニ
ア
リ
。
長
三
間
。
幅
六
尺
。
一
ハ
本
社
ノ
西
ノ
方
ニ
ア
リ
。
長
六
尺
。
幅
三
尺
ハ
カ
リ
。
社
前
ニ
石
ノ
鳥
居
ヲ
タ
ツ
。
又
其
傍
ニ
大
黒
天
ノ
石
像
ヲ
置
リ
。
當
社
ハ
無
禮
村
大
盛
寺
持
ナ
リ
。
　
ま
た
井
の
頭
池
に
つ
い
て
は
「
ス
ヘ
テ
二
万
坪
許
ノ
池
ナ
リ
ト
云
。
一
圓
葦
生
茂
レ
リ
。
往
古
ハ
此
池
ヲ
御
箭
ノ
水
ト
呼
シ
」
と
記
述
さ
れ
て
い
た
。
　
こ
の
よ
う
に
江
戸
幕
府
に
よ
っ
て
編
纂
さ
れ
た
地
誌
と
い
う
性
格
も
あ
り
、『
新
編
武
蔵
国
風
土
記
稿
』
に
は
編
纂
時
の
調
査
で
得
ら
れ
た
情
報
を
文
字
化
し
、
こ
れ
ま
で
に
伝
え
ら
れ
て
い
た
源
頼
朝
は
じ
め
有
名
武
将
な
ど
と
の
関
わ
り
で
の
由
緒
と
と
も
に
新
た
に
計
測
さ
れ
た
井
の
頭
弁
財
天
社
の
建
物
・
石
造
物
な
ど
の
様
子
や
井
の
頭
池
の
広
さ
や
そ
の
状
況
を
記
録
し
て
お
り
、
そ
の
記
載
内
容
は
極
め
て
簡
潔
な
も
の
で
事
象
的
な
記
述
の
み
に
徹
し
て
書
か
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る（
23
）。
　
時
代
が
下
っ
た
天
保
五
年
（
一
八
三
四
）
と
天
保
七
年
に
江
戸
の
町
名
主
を
務
め
て
い
た
齋
藤
月
岑
（
幸
成
。
一
八
〇
四
年
生
～
一
八
七
八
年
没
）
に
よ
っ
て
地
誌
の
『
江
戸
名
所
図
会
』
が
上
梓
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
著
書
の
中
で
の
井
の
頭
の
由
来
・
由
緒
と
井
の
頭
弁
財
天
社
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
に
著
述
さ
れ
て
い
た（
24
）。
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
牟む
礼れ
村むら
に
あ
り
。
井ゐのか
し
ら頭の
池
霊
に
し
て
中
島
に
宮みや
居ゐ
す
。
別
当
は
天
台
宗
に
し
て
大たい
盛せい
寺じ
と
号
す
。
相
伝
ふ
、
建
久
八
年
鎌
倉
右
府
将
軍
頼
朝
卿
創
建
し
給
ふ
と
。（
正
し
ょ
う
け
い慶
年
間
、
新にっ
田た
義よし
貞さだ
、
鎌
倉
と
対
陣
の
時
、
当
社
に
軍
い
く
さ
勝
利
を
祈
念
し
、
北
条
家
を
亡
ぼ
さ
れ
た
り
と
な
り
。）
本
尊
天
女
の
霊
像
は
伝
教
大
師
作
な
り
。（
寛
永
十
三
年
丙
子
、
社
御
建
立
あ
り
。）　
　
こ
こ
で
は
井
の
頭
弁
財
天
社
と
源
頼
朝
創
建
以
来
の
沿
革
を
簡
潔
に
記
し
て
い
る
。
ま
た
井
の
頭
池
と
の
関
わ
り
で
は
「
慶
長
十
一
年
大
神
君
適たまた
まこ
ゝ
に
至
ら
せ
給
ひ
、
池
水
清
冷
に
し
て
味
ひ
の
甘
美
な
る
を
賞
揚
し
給
ひ
、
御
茶
の
水
に
汲
ま
せ
ら
る
。
ま
た
寛
永
六
年
大
将
軍
家
こ
ゝ
に
渡
御
な
し
給
ひ
、
深
く
こ
の
池
水
を
愛
さ
せ
ら
れ
、
大
城
の
御おん
も
と許
に
引
か
せ
ら
る
べ
き
旨
鈞
命
あ
り
て
、
御おん
手て
自づから
池
の
傍
な
る
辛こぶ
し夷
の
樹
に
、
御おん
小こ
柄づか
を
も
て
井ゐのか
し
ら頭と
彫
り
付
け
た
ま
ふ
。
こ
れ
よ
り
後
、
こ
の
池
の
名
と
す
。（
そ
の
辛
夷
の
木
は
大
盛
寺
に
収
蔵
す
。）　
承
応
年
間
、
官
府
よ
り
井
頭
の
水
道
を
開
か
せ
ら
れ
、
初
め
て
神
田
に
引
き
給
ふ
。（
故
に
、
神
田
上
水
の
称
あ
り
。
寛
永
八
年
辛
未
の
夏
、
池
水
涸
る
ゝ
こ
と
あ
り
し
を
、
天
海
大
僧
正
加
持
し
給
ひ
し
に
、
そ
の
頃
霊
威
の
事
あ
り
て
、
そ
の
後
は
旧もと
の
如
く
湧
出
し
て
涸
る
ゝ
事
な
し
と
い
へ
り
。
今
も
毎
年
三
月
十
五
日
よ
り
四
月
十
五
日
ま
で
水みづ
加か
持ぢ
あ
り
。）
御おん
楊やう
枝じ
の
柳
は
聖
天
堂
の
後うしろに
あ
り
。（
御
腰
掛
の
柳
と
称
す
。）
臥ぐわり
ょ
う竜の
藤
（
今いま
在
所
さ
だ
か
な
ら
ず
。）
三
ッ
柳
は
神
木
と
称
す
」（
25
）と
あ
り
、
徳
川
家
康
は
じ
め
徳
川
家
光
や
天
海
の
逸
話
（
伝
承
）
を
交
え
て
そ
の
由
緒
を
紹
介
し
て
い
る
。
　
さ
ら
に
井
の
頭
池
に
つ
い
て
は
「
神
田
上
水
の
源
な
り
。
長
さ
は
西
北
よ
り
南
東
へ
曲
り
て
三
百
歩
ば
か
り
、
巾
は
百
歩
あ
ま
り
あ
り
。
池
中
に
清
泉
湧
出
す
る
所
七
所
あ
り
て
、
旱かん
ば
つ魃
に
も
涸
る
ゝ
事
な
し
。
故
に
、
世
に
七
井
の
池
と
も
称
ふ
」（
26
）「
こ
の
池
は
清
泉
に
し
て
、
炎
天
に
も
水
の
減
ず
る
事
な
し
。常
に
泌ひつ
ふ
つ沸
と
し
て
湧
出
す
。そ
の
地
最
も
閑
寂
に
し
て
、池
辺
柳やな
ぎ樹
多
く
、初
夏
の
頃
に
至
れ
ば
新
葉
黯あん
あ
ん々
と
し
て
陰かげ
を
な
し
、
浅せん
す
ゐ
け
う
せ
い
へ
き
く
う
翠
嬌
青
碧
空
を
蔽
ふ
に
似
た
り
」（
27
）と
池
の
大
き
さ
と
と
も
に
、
そ
の
場
所
の
特
徴
や
静
寂
さ
、
季
節
的
な
見
頃
な
ど
で
叙
述
さ
れ
て
い
た
。
　
こ
の
よ
う
に
井
の
頭
の
『
江
戸
名
所
図
会
』
で
の
記
述
は
、
こ
れ
ま
で
に
縁
記
や
諸
々
の
文
献
で
取
り
上
げ
ら
れ
明
ら
か
に
な
っ
た
沿
革
や
由
緒
と
と
も
に
、
井
の
頭
の
概
観
や
現
状
を
網
羅
的
か
つ
興
味
深
い
筆
致
で
描
写
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
た
め
『
江
戸
名
所
図
会
』
は
観
光
案
内
書
的
な
内
容
で
井
の
頭
を
紹
介
し
て
お
り
、
こ
の
書
を
手
に
し
た
江
戸
市
民
が
井
の
頭
と
い
う
場
所
に
「
名
所
」
馬　場
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的
な
要
素
と
意
味
を
付
与
し
て
理
解
す
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
た
こ
と
が
想
像
で
き
る
。
（
2
）
絵
画
的
資
料
に
描
か
れ
た
「
井
の
頭
」
　
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
江
戸
幕
府
の
命
を
受
け
て
、
寛
政
六
年
（
一
七
九
四
）
に
江
戸
近
郊
の
地
理
・
名
所
・
旧
跡
を
調
査
し
た
地
理
学
者
の
古
川
古
松
軒
は
訪
れ
た
井
の
頭
に
つ
い
て
池
の
南
側
の
高
台
よ
り
眺
望
し
た
全
景
図
【
第
一
図
】
を
描
い
て
い
る
。
ま
た
御
三
卿
清
水
家
に
仕
え
る
村
尾
正
靖
は
文
化
十
三
年
九
月
十
五
日
井
の
頭
に
来
訪
し
て
い
る
が
、
彼
も
井
の
頭
の
紀
行
記
と
と
も
に
「
井
ノ
頭
辨
財
天
境
内
図
」【
第
二
図
】
を
作
成
し
、
そ
の
中
に
弁
財
天
社
を
中
央
左
手
に
配
し
南
側
か
ら
捉
え
た
井
の
頭
池
の
粗
絵
図
を
書
い
て
い
た
。
　
そ
の
後
、
文
政
期
か
ら
天
保
期
に
か
け
て
前
項
で
述
べ
た
地
誌
が
編
纂
さ
れ
て
く
る
が
、
そ
の
地
誌
編
纂
の
副
産
物
と
し
て
文
政
六
年
（
一
八
二
三
）
に
八
王
子
千
人
同
心
の
植
田
孟
縉
が
執
筆
し
江
戸
幕
府
の
昌
平
黌
に
献
上
し
た
『
武
蔵
名
勝
図
会
』
の
中
に
は
「
吉
祥
寺
村
井
ノ
頭
ノ
池
幷
辨
財
天
祠
」と
題
し
た
絵
図【
第
三
図
】
が
描
か
れ
て
お
り
、
ま
た
文
政
十
一
年
に
編
纂
さ
れ
た
『
新
編
武
蔵
国
風
土
記
稿
』
に
も
同
様
な
挿
画
【
第
四
図
】
が
記
載
さ
れ
て
第一図　『四神地名録』（国立国会図書館所蔵）
近世都市周辺の宗教施設の由緒と「名所」化の動向
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第三図　『武蔵名勝図会』（国立公文書館所蔵）
第二図　『嘉陵紀行』（国立国会図書館所蔵）
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 第四図　『新編武蔵国風土記稿』（国立公文書館所蔵）
第五図　『江戸名所図会』〔『江戸名所図会　㈣』（角川書店）より転載〕
近世都市周辺の宗教施設の由緒と「名所」化の動向
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い
た
。
さ
ら
に
天
保
五
年
・
天
保
七
年
刊
行
の
『
江
戸
名
所
図
会
』
の
中
に
は
絵
師
長
谷
川
雪
旦
が
描
い
た
挿
絵
【
第
五
図
】
が
掲
載
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
ら
三
冊
の
地
誌
に
載
っ
て
い
る
井
の
頭
の
絵
画
を
み
て
い
く
と
書
か
れ
た
構
図
は
す
べ
て
井
の
頭
池
の
西
方
に
あ
る
御
殿
山
付
近
か
ら
東
方
を
俯
瞰
し
た
も
の
で
あ
り
、
池
と
池
を
囲
む
高
台
に
繁
茂
す
る
木
立
、
池
の
一
部
を
被
う
葦
類
、
さ
ら
に
弁
財
天
の
建
物
な
ど
の
諸
施
設
が
写
実
的
な
筆
致
で
描
か
れ
て
い
た
。
　
こ
の
よ
う
に
井
の
頭
と
い
う
場
の
描
か
れ
方
は
文
政
期
か
ら
天
保
期
の
地
誌
に
よ
っ
て
一
定
の
確
立
を
み
て
お
り
、
特
に
上
梓
さ
れ
た
『
江
戸
名
所
図
会
』
の
挿
画
を
通
し
て
江
戸
市
民
は
井
の
頭
と
い
う
場
を
可
視
的
に
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
こ
の
時
期
に
至
り
井
の
頭
の
「
名
所
」
と
し
て
の
認
識
は
江
戸
市
民
の
間
に
急
速
に
広
ま
っ
て
い
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
　
そ
し
て
こ
の
時
期
を
境
に
井
の
頭
は
江
戸
市
民
が
愛
好
し
て
い
た
錦
絵
の
中
に
作
品
と
し
て
登
場
し
て
き
て
い
る
。
　
よ
く
知
ら
れ
る
作
品
と
し
て
天
保
十
四
年
（
一
八
四
三
）
～
弘
化
四
年
（
一
八
四
七
）
に
歌
川
廣
重
に
よ
っ
て
制
作
さ
れ
た
「
井
の
頭
の
池
弁
財
天
の
社
雪
の
景
」【
第
六
図
】、
さ
ら
に
安
政
三
年
（
一
八
五
六
）
に
同
じ
く
歌
川
廣
重
が
制
作
し
た
「
井
の
頭
池
弁
天
の
社
」【
第
七
図
】
な
ど
が
あ
る
が
、
そ
れ
ら
作
品
の
う
ち
前
者
は
「
名
所
雪
月
花
」、
後
者
は
「
名
所
江
戸
百
景
」
シ
リ
ー
ズ
と
し
て
版
行
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
シ
リ
ー
ズ
名
に
は
「
名
所
」
と
記
載
さ
れ
て
お
り
、
江
戸
市
民
の
間
に
は
描
か
れ
た
構
図
か
ら
井
の
頭
と
い
う
場
が
明
第六図　「井の頭の池弁財天の社雪の景」（武蔵野ふるさと歴史館『井の頭と江戸』より転載）
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ら
か
に
宗
教
施
設
と
自
然
環
境
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
た
「
名
所
」
と
し
て
認
知
さ
れ
て
き
て
い
る
状
況
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
お
わ
り
に
　
以
上
、
近
世
都
市
と
し
て
発
展
し
て
き
て
い
た
江
戸
の
周
辺
に
位
置
し
弁
財
天
社
と
い
う
宗
教
施
設
と
古
池
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
「
井
の
頭
」
と
い
う
場
所
に
つ
い
て
、
そ
の
由
緒
と
「
名
所
」
と
し
て
認
識
さ
れ
て
き
た
過
程
を
具
体
的
に
分
析
し
そ
の
動
向
を
探
っ
て
き
た
。
こ
こ
で
は
そ
の
分
析
を
通
し
て
明
ら
か
に
な
っ
た
事
実
か
ら
「
名
所
」
化
に
至
っ
た
要
因
に
つ
い
て
若
干
の
考
察
を
行
い
本
稿
の
ま
と
め
と
す
る
。
　
今
回
分
析
対
象
し
た
「
井
の
頭
」
と
い
う
場
所
に
は
宗
教
施
設
で
あ
る
弁
財
天
社
や
自
然
環
境
に
恵
ま
れ
た
古
池
が
存
在
し
、
そ
れ
ら
と
の
関
わ
り
で
江
戸
時
代
以
前
に
は
源
頼
朝
や
新
田
義
貞
、
江
戸
時
代
以
降
は
徳
川
家
康
、
徳
川
家
光
な
ど
に
纏
わ
る
由
緒
が
あ
り
、
そ
こ
に
は
（
Ａ
）
源
氏
と
い
う
伝
統
的
貴
種
性
や
時
の
権
力
者
で
あ
っ
た
為
政
者
の
権
威
性
な
ど
に
結
び
つ
く
伝
承
的
由
緒
が
確
認
で
き
た
。
そ
れ
ら
の
う
ち
い
く
つ
か
の
由
緒
は
少
な
く
と
も
江
戸
時
代
前
期
に
は
地
元
の
農
民
た
ち
の
間
に
認
識
さ
れ
浸
透
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
が
、
江
戸
時
代
中
期
に
井
の
頭
を
訪
れ
た
大
田
南
畝
は
そ
れ
ら
の
由
緒
を
記
す
こ
と
は
な
く
、
ま
た
地
理
学
者
の
古
川
古
松
軒
に
至
っ
て
は
そ
れ
ら
の
由
緒
に
つ
い
て
懐
疑
的
に
捉
え
否
定
し
て
い
た
。
し
か
し
江
戸
時
代
後
期
の
文
化
期
に
井
の
頭
に
来
訪
し
た
風
流
人
の
十
方
庵
敬
順
や
村
尾
正
靖
な
ど
は
紀
行
文
の
中
に
そ
れ
ら
の
由
緒
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
詳
細
に
記
述
し
て
お
り
、
ま
た
文
政
期
に
編
纂
さ
れ
第七図　 「井の頭池弁天の社」 （武蔵野ふるさと歴
史館『井の頭と江戸』より転載）
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た
官
撰
の
地
誌
の
中
に
も
そ
れ
ら
の
由
緒
は
記
さ
れ
て
い
た
。
そ
し
て
井
の
頭
に
関
わ
る
伝
承
的
由
緒
は
天
保
期
に
刊
行
さ
れ
た
『
江
戸
名
所
図
会
』
に
よ
っ
て
最
終
的
に
は
整
理
さ
れ
定
着
し
て
き
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
　
一
方
、
自
然
環
境
な
ど
も
加
味
し
た
視
点
か
ら
井
の
頭
の
場
所
性
に
つ
い
て
み
て
い
く
と
江
戸
時
代
中
期
に
井
の
頭
を
訪
れ
た
大
田
南
畝
や
古
川
古
松
軒
は
、（
Ｂ
）
風
光
明
媚
な
自
然
豊
か
な
環
境
を
備
え
た
景
勝
地
と
の
認
識
で
捉
え
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
そ
れ
ら
の
認
識
は
そ
の
後
こ
の
地
を
来
訪
し
た
人
が
執
筆
し
た
紀
行
文
や
地
誌
、
さ
ら
に
地
誌
の
挿
画
や
錦
絵
な
ど
可
視
的
な
資
料
か
ら
も
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
井
の
頭
を
訪
れ
る
人
々
が
共
通
し
て
抱
く
感
情
（
認
識
）
と
な
っ
て
い
た
こ
と
も
わ
か
る
。
　
こ
の
よ
う
な
事
実
を
通
し
て
近
世
都
市
江
戸
の
周
辺
に
位
置
す
る
井
の
頭
に
つ
い
て
「
名
所
」
化
に
至
っ
た
要
因
に
つ
い
て
考
え
て
い
く
と
、
そ
の
要
因
の
中
に
は
前
記
の
よ
う
に
伝
統
的
由
緒
（
Ａ
）
と
自
然
環
境
を
備
え
た
景
勝
地
（
Ｂ
）
と
い
う
場
へ
の
認
識
が
存
在
し
て
お
り
、
ま
さ
に
そ
れ
ら
の
認
識
が
井
の
頭
来
訪
者
の
執
筆
し
た
紀
行
文
や
地
誌
、
さ
ら
に
地
誌
に
描
か
れ
た
挿
絵
や
錦
絵
な
ど
を
通
し
て
江
戸
市
民
に
紹
介
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
江
戸
時
代
後
期
に
至
り
井
の
頭
の
「
名
所
」
化
が
図
ら
れ
て
き
た
こ
と
が
理
解
で
き
る
。
【
注
】
（
1
）
鈴
木
章
生
『
江
戸
の
名
所
と
都
市
文
化
』（
吉
川
弘
文
館　
二
〇
〇
一
年
）　
四
三
頁
、
六
九
頁
。
（
2
）
高
橋
家
所
蔵
文
書
。
と
こ
ろ
で
今
回
引
用
す
る
『
神
田
御
上
水
源
井
之
頭
辨
財
略
縁
記
』
の
本
文
は
総
ル
ビ
式
の
文
章
と
な
っ
て
お
り
、
漢
字
に
振
り
仮
名
が
施
さ
れ
て
い
た
が
、
煩
雑
に
な
る
た
め
本
稿
で
の
引
用
に
あ
た
っ
て
は
振
り
仮
名
は
す
べ
て
削
っ
た
。
な
お
『
神
田
御
上
水
源
井
之
頭
辨
財
略
縁
記
』
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
古
文
書
は
語
る
〔
四
六
〕　
井
の
頭
弁
財
天
の
由
緒
に
つ
い
て
」（『
多
摩
の
あ
ゆ
み
』
第
一
六
七
号　
二
〇
一
七
年
）
で
全
文
を
掲
載
し
紹
介
し
て
い
る
の
で
参
照
の
こ
と
。
（
3
）
伊
藤
好
一
『
江
戸
上
水
道
の
歴
史
』（
吉
川
弘
文
館　
一
九
九
六
年
）。
（
4
）
高
橋
家
所
蔵
文
書
『
神
田
御
上
水
源
井
之
頭
辨
財
略
縁
記
』。
（
5
）
高
橋
家
所
蔵
文
書
『
神
田
御
上
水
源
井
之
頭
辨
財
略
縁
記
』。
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（
6
）
本
稿
で
引
用
し
て
い
る
高
橋
家
所
蔵
文
書
の
『
神
田
御
上
水
源
井
之
頭
辨
財
略
縁
記
』
に
つ
い
て
は
歴
史
学
で
取
り
扱
う
史
料
と
し
て
は
厳
密
な
史
料
批
判
が
求
め
ら
れ
る
の
で
、
成
立
年
代
を
含
め
記
述
内
容
に
つ
い
て
は
検
討
を
要
す
る
も
の
と
考
え
る
。
た
だ
『
大
猷
院
殿
御
実
紀
』
五
の
寛
永
二
年
（
一
六
二
五
）
十
一
月
三
十
日
の
条
に
は
「
牟
禮
野
城
山
に
田
猟
あ
り
。
‥
‥
（
中
略
）
‥
‥
時
に
殊
更
な
る
大
鹿
追
出
さ
れ
。
沼
を
泳
こ
え
御
前
を
か
け
通
れ
ば
。
御
刀
を
ぬ
き
打
に
う
ち
給
ふ
に
。
‥
‥
（
中
略
）
‥
‥
す
べ
て
鹿
四
十
三
頭
。
兎
一
頭
を
か
づ
き
つ
れ
て
御
覧
に
備
ふ
。
御
気
色
大
か
た
な
ら
ず
。
黄
昏
に
還
御
な
る
。」
と
あ
る
よ
う
に
徳
川
家
光
は
井
の
頭
池
の
周
辺
に
出
か
け
て
い
き
狩
猟
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
よ
う
で
、『
神
田
御
上
水
源
井
之
頭
辨
財
略
縁
記
』
に
記
さ
れ
た
江
戸
時
代
初
め
の
出
来
事
を
一
律
に
否
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
も
の
と
考
え
る
。
（
7
）
高
橋
家
所
蔵
文
書
「
久
ケ
山
村
無
礼
村
井
之
頭
池
廻
出
入
訴
状
」。
（
8
）
井
の
頭
弁
財
天
の
信
仰
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
よ
う
に
信
仰
に
関
わ
っ
て
信
者
か
ら
寄
進
さ
れ
た
石
造
物
な
ど
に
よ
っ
て
江
戸
時
代
中
期
以
降
に
江
戸
市
民
と
の
関
わ
り
の
中
で
そ
の
拡
が
り
な
ど
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
（
参
考
文
献
『
み
た
か
の
石
造
物
』
三
鷹
市
教
育
委
員
会　
一
九
九
六
年
）。
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
造
立
年
〕　
　
　
　
　
　
〔
種
別
〕　　
　
　
〔
寄
進
者
な
ど
〕
　
　
　
　
　
　
①　
延
宝
四
年
（
一
六
七
六
）　　
弁
財
天
座
像
　
　
　
　
　
　
②　
正
徳
三
年
（
一
七
一
三
）　　
手
洗
鉢　
　
　
　
本
材
木
町
八
□
□
　
　
　
　
　
　
③　
享
保
五
年
（
一
七
二
〇
）　　
燈
籠　
　
　
　
　
鈴
木
文
太
郎
信
勝　
ほ
か
　
　
　
　
　
　
④　
明
和
四
年
（
一
七
六
七
）　　
宇
賀
神
像　
　
　
井
之
頭
弁
財
天
石
鳥
居
講
中　
　
　
　
　
　
　
⑤　
明
和
八
年
（
一
七
七
一
）　　
狛
犬　
　
　
　
　
武
州
多
摩
郡
上
高
井
戸　
内
藤
　
　
　
　
　
　
⑥　
安
永
四
年
（
一
七
七
五
）　　
手
洗
鉢　
　
　
　
江
戸
神
田
須
田
町　
田
辺
熊
之
助
　
　
　
　
　
　
⑦　
天
明
四
年
（
一
七
八
四
）　　
道
標　
　
　
　
　
江
戸
講
中　
笠
倉
平
十
郎　
ほ
か
　
　
　
　
　
　
⑧　
文
化
七
年
（
一
八
一
〇
）　　
燈
籠　
　
　
　
　
両
国
講
中　
伊
勢
屋
藤
八　
ほ
か
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⑨　
文
化
一
四
年
（
一
八
一
七
）　
石
橋　
　
　
　
　
湯
屋
講
中　
伊
勢
屋
由
兵
衛　
ほ
か
　
　
　
　
　
　
⑩　
文
政
元
年
（
一
八
一
八
）　　
石
段　
　
　
　
　
両
国　
足
利
屋
市
兵
衛　
ほ
か
　
　
　
　
　
　
⑪　
天
保
四
年
（
一
八
三
三
）　　
燈
籠　
　
　
　
　
日
本
橋　
丸
屋
治
郎
兵
衛　
ほ
か
　
　
　
　
　
　
⑫　
慶
応
元
年
（
一
八
六
五
）　　
燈
籠　
　
　
　
　
江
戸
紫
根
問
屋　
紫
染
屋
（
9
）
拙
稿
「
古
文
書
は
語
る
〔
四
七
〕　
井
の
頭
池
と
周
辺
の
土
地
を
め
ぐ
る
争
論
」（『
多
摩
の
あ
ゆ
み
』
第
一
六
八
号　
二
〇
一
七
年
）。
（
10
）
近
世
村
落
史
研
究
会
編
『
三
鷹
市
史
史
料
集　
第
三
集
』（
三
鷹
市
教
育
委
員
会　
一
九
七
二
年
）
四
五
頁
。
（
11
）
前
掲
注
（
10
）
と
同
じ
。
（
12
）「
遊
井
頭
源
記
」（
浜
田
義
一
郎
編
『
大
田
南
畝
全
集　
第
六
巻
』
岩
波
書
店　
一
九
八
八
年
）
一
三
〇
頁
。
本
文
は
漢
文
体
で
書
か
れ
て
い
る
が
読
み
下
し
文
を
掲
載
し
た
。
以
下
本
史
料
の
引
用
に
あ
た
っ
て
は
同
様
で
の
掲
載
と
し
た
。
（
13
）
こ
の
井
の
頭
行
き
に
同
行
し
た
者
に
つ
い
て
は
、
法
政
大
学
文
学
部
小
林
ふ
み
子
教
授
か
ら
ご
教
示
願
い
、
す
べ
て
大
田
南
畝
の
詩
友
で
、
形
生
（
形
叔
邦
）
は
百
人
町
に
住
む
幕
臣
の
可
能
性
が
高
く
、
河
惟
寅
は
字
を
益
之
、
称
呼
は
河
田
阿
で
、
蘇
百
順
は
字
を
百
順
と
言
い
称
呼
は
久
保
九
郎
太
郎
、
野
美
卿
は
字
は
美
卿
で
称
呼
は
小
野
勝
二
郎
と
い
う
者
で
あ
っ
た
こ
と
が
判
明
し
た
（『
大
田
南
畝
全
集
』〈
岩
波
書
店
〉
第
十
八
巻
、
第
十
九
巻
な
ど
参
照
）。
こ
の
た
め
氏
名
な
ど
か
ら
そ
れ
ら
の
人
物
は
南
畝
の
親
し
い
仲
間
で
江
戸
に
住
む
武
士
で
あ
っ
た
こ
と
が
想
像
で
き
る
。
（
14
）
前
掲
注
（
12
）
と
同
じ
。
一
三
一
頁
～
一
三
二
頁
。
（
15
）
前
掲
注
（
12
）
と
同
じ
。
一
三
二
頁
。
（
16
）『
四
神
地
名
録
』（
長
澤
規
矩
也
編
『
江
戸
地
誌
叢
書　
巻
四
』
有
峰
書
店　
一
九
七
六
年
）
一
〇
三
頁
。
（
17
）
前
掲
注
（
16
）
と
同
じ
。
一
〇
三
頁
、
一
〇
六
頁
。
（
18
）
前
掲
注
（
16
）
と
同
じ
。
一
〇
四
頁
、
一
〇
五
頁
。
こ
の
挿
画
は
本
稿
の
一
四
九
頁
に
第
一
図
と
し
て
掲
載
し
た
。
（
19
）『
遊
歴
雑
記
初
編
1
』（
平
凡
社　
一
九
八
九
年
）　
一
三
九
頁
～
一
四
二
頁
。
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（
20
）『
江
戸
近
郊
道
し
る
べ
』（
平
凡
社　
一
九
九
五
年
）　
二
二
頁
～
二
六
頁
。
（
21
）『
新
編
武
蔵
国
風
土
記
稿
』（
国
立
公
文
書
館
所
蔵
）　
巻
之
一
百
二
十
五　
多
磨
郡
之
二
十
七
。
（
22
）
前
掲
注
（
21
）
と
同
じ
。
（
23
）『
新
編
武
蔵
国
風
土
記
稿
』
が
完
成
す
る
五
年
前
の
文
政
六
年
（
一
八
二
三
）
に
、
そ
の
『
新
編
武
蔵
国
風
土
記
稿
』
の
編
纂
事
業
に
参
画
し
て
い
た
八
王
子
千
人
同
心
組
頭
の
植
田
孟
縉
（
一
七
五
七
年
生
～
一
八
四
三
年
没
）
は
『
武
蔵
名
勝
図
会
』（
国
立
公
文
書
館
所
蔵
）
を
脱
稿
し
昌
平
黌
に
献
上
し
て
い
る
。
そ
の
著
は
『
新
編
武
蔵
国
風
土
記
稿
』
編
纂
過
程
か
ら
得
ら
れ
た
情
報
に
も
と
づ
く
私
撰
の
地
誌
と
言
う
べ
き
も
の
で
あ
り
、
そ
の
井
の
頭
に
つ
い
て
の
記
述
内
容
は
『
新
編
武
蔵
国
風
土
記
稿
』
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
が
、
徳
川
家
光
の
井
の
頭
来
訪
時
の
伝
承
に
ま
つ
わ
る
所
縁
の
品
に
つ
い
て
は
図
に
書
い
て
説
明
す
る
な
ど
『
新
編
武
蔵
国
風
土
記
稿
』
よ
り
も
若
干
膨
ら
み
を
も
っ
た
内
容
で
叙
述
さ
れ
て
い
る
。
（
24
）『
江
戸
名
所
図
会　
㈣
』（
角
川
書
店　
一
九
六
七
年
）　
六
五
頁
～
六
八
頁
。
（
25
）
前
掲
注
（
24
）
と
同
じ
。
六
八
頁
。
（
26
）
前
掲
注
（
24
）
と
同
じ
。
六
八
頁
。
（
27
）
前
掲
注
（
24
）
と
同
じ
。
六
八
頁
。
